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 このキャンプ体験
たいけん

は子ども達
たち

がリーダーとしての自覚
じ か く

をもち、各単位
か く たん い

子

ども会
かい

に帰ってこの経験
けいけん

をいかして活躍
かつやく

してくれることを目的
もくてき

としてい

ます。 

 はじめは尐し緊張気味
きんちょうぎみ

の子どもたちでしたが、すぐに打
う

ち解
と

けて大きな

笑
わら

い声
ごえ

で楽
たの

しく活動
かつどう

していました。 

１日目
１ に ち め

は自分
じ ぶ ん

たちで 考
かんが

えた献立
こんだて

の買出
か い だ

しをして、夕 食
ゆうしょく

を作
つく

りました。

夜
よる

には待
ま

ちに待
ま

ったきもだめし。いろいろな叫
さけ

び声
ごえ

が、福市
ふくいち

公園
こうえん

に響
ひび

いて

いました。そして２日目
２ か め

。班
はん

ごとに 協 力
きょうりょく

し合
あ

ってかまどやテントを片付
か た づ

けたり、ジュニアリーダー と一緒
いっしょ

に鬼
おに

ごっこやドッヂビーをしたりして、

楽
たの

しく親睦
しんぼく

を深
ふか

めました。  

 このキャンプ体験
たいけん

を通
とお

して、リーダーシップや自主性
じ し ゅせ い

、協 調 性
きょうちょうせい

を身
み

につけてもらえたらと思
おも

います。 

 

    

        

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度
こ ん ね ん ど

の子ども会
かい

リーダー育成
いくせい

研 修
けんしゅう

に参加
さ ん か

している米子
よ な ご

市内
し な い

から集
あつ

まった

5・6年生
ねんせい

20 名が、旧 日 新
きゅうにっしん

小 学 校
しょうがっこう

でキャンプ体験
たいけん

をしました。 

役員
やくいん

さんの声
こえ

 

テントを張
は

るのに尐
すこ

し苦労
く ろ う

したようでしたが、ジュニアリーダーの

アドバイスもあり、うまく張
は

ることができました。その後
ご

も 協 力
きょうりょく

し

あって、かまど作
づく

り、飯
はん

ごう炊
すい

さん、豚
とん

汁
じる

作
づく

りと進
すす

めることができま

した。苦労
く ろ う

して作
つく

ったごはんの味
あじ

は最高
さいこう

！！ みんながおかわりを何杯
なんはい

もしていました。 夕飯
ゆうはん

を終
お

えての片付
か た づ

けですが、やり直
なお

しと言
い

われな

いようにすすのついた鍋
なべ

を金
かな

たわしで一生懸命
いっしょうけんめい

洗
あら

っていました。ま

た、片付
か た づ

けがまだ終
お

わっていない班
はん

を手伝
て つ だ

っている子どもの 姿
すがた

が見受
み う

けられました。 そして、ジュニアリーダーのかけ声
ごえ

や、指導
し ど う

する 姿
すがた

が

「本当
ほんとう

に立派
り っ ぱ

だなあ」と思
おも

いました。  

参加
さ ん か

児童
じ ど う

の声
こえ

 

・何
なに

をしてよいか分
わ

からなかったけど、尐
すこ

しずつやり方
かた

が分
わ

か 

って楽
たの

しかった。家族
か ぞ く

でもキャンプとかしたいです。 

・ひとりで行動
こうどう

することが好
す

きだったけど、みんなと 協 力
きょうりょく

す 

ることも楽
たの

しいことが分
わ

かりました。 

協 力
きょうりょく

してテントをたてました 

夕 食
ゆうしょく

はやきそば 

郷土
きょうど

学 習
がくしゅう

の話
はな

し合
あ

い 



３区あおぞら子ども会 
  会員数１１人 和田地区 

 今年度の子ども会の構成メンバーは６年生が

いませんが、いない中でも最上学年の５年生が

下学年をリードしてくれました。主な活動は夏

休みの行事でしたが、「親子ふれあいプール」な

どは親子の行事というより、子ども達が上下の

学年を問わず、団結して一緒に楽しんでいたの

で夏休みの良い思い出になったと思います。来

年度も変わらず尐ない人数のままですが、より

一層団結力のある子ども達になってほしいと思

います。 

 

 

～子ども会育成者研修会～ 

「育成者は何を考えるのかな?」と題して 安部悟さん（春日地区子ども地域活動支援事業実行委員会会長）の発表が

ありました。「地域の教育力として期待される子ども会活動」であるが、 「子どもを取り巻く環境」の問題、その中での「目指

す子ども像」や 「地域ネットワーク」の大切さについてわかりやすく話していただきました。 途中、「ポータブルゲーム機をいかし

た子ども会活動はできないか？」 という討議テーマを与えられ、参加者達は頭を悩ませながらもいろいろな意見が出されま

した。 講演後、６～７名の班でグループ討議を行い、育成者の悩み等について話し合いました。子どもが多い地区や少な

い地区などいろいろありましたが、スポ少・習い事などの行事が優先になり、子ども会行

事の参加は後回しになってしまうことや、子ども主体ではなく育成者が中心になって活動

を決めてしまうことなど、話は尽きませんでした。いろいろな地区の育成者の方と話をする

ことは、参考になることがとても多く、有意義な時間を過ごすことができました。 子どもの

主体性を養い、子どもの手による子ども会を目指すため、 地域の育成者はどうしたらい

いか・・・みなさんも考えてみてください。  

   

 

優良子ども会紹介 
 平成２０年度米子市優良子ども会の中で、鳥取県子ども会育成連絡協議会表彰に推薦した４団体の子ども会

活動を紹介します。 

 

上谷３区子ども会 
 会員数５９人  福米西地区 

現在子ども数５９人、家庭数４０家族で活動

しています。子ども会独自のレクリエーション

や歓送迎会、校区の球技大会や運動会などを中

心に地域の方々の協力のもと活動しています。 

また、親子で行なう公園の清掃や除草作業は

長年継続している活動で、我が子ども会の特色

の一つです。 

福生東１１区子ども会 
会員数２９人 福生東地区 

今年は例年よりレクリエーションを１回増やし、

６年生が中心となって「おもしろ実験教室」を開

催しました。あらかじめ６年生が集まり、実験の

仕方を習い、当日は子どもを３班に分け、６年生

を中心に育成者が補助しながら行いました。 

    １ 紙ブーメラン 

    ２ 空気砲 

    ３ 電気クラゲ 

身近にある材料を使ったので、子ども達もとても

興味を持って取り組むことができたと思います。 

安倍子ども会 
会員数８６人 住吉地区 

今年度は、「体験」と「交流」という２つの

キーワードで示すことのできる１年でした。

「体験」に関しては、地域の伝統芸能（やぐら

太鼓や子供神楽）と、竹を切り、火を起こして

作った流しそうめんが挙げられます。また、「交

流」については、地域行事（運動会、盆踊り大

会、とんどさん神事）への参加と、小規模作業

所の方々と一緒にフェルト作品つくりを行な

った事が当てはまります。 

子どもの手による子ども会 

子ども会では、普段できない活動を！ 

グループ討議の発表 


